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ン
タ
ビ
ュ
ー
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
よ
り

得
ら
れ
た
一
次
デ
ー
タ
お
よ
び
情
報
に

基
づ
き
取
り
ま
と
め
た
⑴
。
よ
り
掘
り

下
げ
た
考
察
は
、
上
記
期
間
以
降
に
、

バ
ン
コ
ク
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
の
筆
者
の
観
察
、
経
験
等
を
通

し
て
導
き
出
し
た
⑵
。
以
下
で
は
、
バ

ン
コ
ク
の
専
門
的
知
識
・
技
術
を
有
す

る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
の
社
会
経
済
状

況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

●
タ
イ
へ
の
移
住
の
き
っ
か
け

　

一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
か
ら
の
「
頭
脳
流
出
」
は
実
質
的

に
絶
え
間
な
く
続
い
て
い
る
。
一
九
八

八
年
の
デ
モ
に
参
加
し
た
人
々
へ
の
弾

圧
に
続
き
、
大
学
の
長
引
く
閉
鎖
に
よ

り
、
多
く
の
大
学
生
、
教
員
、
そ
し
て

高
い
学
歴
を
持
つ
人
々
が
国
を
離
れ
る

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
数
千
人
に

上
る
人
々
が
タ
イ
へ
避
難
し
、
ま
た
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ

●
は
じ
め
に

　

タ
イ
に
は
、
二
〇
〇
万
人
を
超
え
る

非
熟
練
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
労
働
者
、

そ
し
て
約
四
八
六
〇
人
の
専
門
的
知

識
・
技
術
を
有
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
労

働
者
が
就
労
し
て
い
る
と
推
算
さ
れ
る

（
タ
イ
労
働
省
資
料
、
二
〇
一
二
年
）。

本
稿
に
お
い
て
「
専
門
的
知
識
・
技
術

を
有
す
る
移
民
」
は
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
を
持
つ
人
材
、

技
術
者
、
な
い
し
は
事
務
職
と
し
て
、

タ
イ
政
府
の
定
め
る
ル
ー
ル
を
順
守
し

合
法
的
に
働
く
人
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
移
民
は
、
よ
り
良
い
仕
事
を
求
め
て

タ
イ
へ
移
民
し
て
き
た
第
一
世
代
、
両

親
と
と
も
に
移
り
住
ん
で
き
た
か
、
よ

り
良
い
教
育
を
求
め
自
主
的
に
移
住
し
、

結
果
的
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
ビ

ジ
ネ
ス
能
力
を
持
つ
人
材
と
な
っ
た
第

二
世
代
に
分
け
ら
れ
る
。

　

本
稿
は
主
に
、
二
〇
一
二
年
六
〜
七

月
に
バ
ン
コ
ク
に
て
筆
者
が
行
っ
た
イ

ダ
等
へ
政
治
亡
命
し
た
。
さ
ら
に
、
教

育
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
や
生
活
水
準
の
悪

化
が
、
よ
り
良
い
雇
用
と
高
等
教
育
の

機
会
を
求
め
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
民
の
タ

イ
へ
の
大
量
流
入
を
招
い
た
。
彼
ら
は

皆
、
友
人
や
親
戚
を
頼
っ
て
タ
イ
へ
移

住
し
て
お
り
、
そ
の
大
半
が
バ
ン
コ
ク

で
仕
事
に
就
い
て
い
る
⑶
。

●
移
民
の
横
顔

　

二
〇
一
二
年
の
調
査
で
は
、
バ
ン
コ

ク
で
働
く
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
う
ち
、
ラ

ン
ダ
ム
に
選
ば
れ
た
男
性
三
四
人
お
よ

び
女
性
二
八
人
を
対
象
と
し
た
。
六
二

人
全
員
が
一
〇
年
以
上
の
職
務
経
験
を

持
つ
。
二
九
人
は
第
一
世
代
、
三
三
人

は
第
二
世
代
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
。

　

専
門
的
知
識
・
技
術
を
有
す
る
移
民

の
大
半
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
の
大
都
市

出
身
者
で
、
大
半
が
ビ
ル
マ
族
で
あ

る
⑷
。
い
く
つ
か
の
少
数
グ
ル
ー
プ

（
五
％
未
満
）
と
し
て
、
シ
ャ
ン
、
カ

レ
ン
、
ア
ラ
カ
ン
、
モ
ン
な
ど
の
民
族

が
い
る
。

　

第
一
世
代
移
民
の
タ
イ
到
着
時
の
年

齢
は
、
二
三
〜
五
五
歳
で
あ
っ
た
。
四

〇
％
を
占
め
る
三
一
〜
四
〇
歳
は
、
高

等
教
育
課
程
を
修
了
し
、
か
つ
家
族
と

離
れ
て
生
活
す
る
の
に
十
分
に
成
熟
し

た
年
齢
層
で
あ
る
。
最
も
少
な
い
五
一

〜
五
五
歳
は
、
他
の
年
齢
層
に
比
べ
就

職
の
機
会
が
限
ら
れ
る
。
第
一
世
代
は
、

政
府
官
僚
、
大
学
講
師
、
高
校
教
師
、

医
師
等
と
し
て
働
い
て
い
た
。

　

第
二
世
代
は
、
両
親
と
移
住
し
た
り
、

ま
た
は
タ
イ
国
内
で
高
等
教
育
を
受
け
、

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
仕
事
に
就
く
た
め

に
自
主
的
に
バ
ン
コ
ク
へ
移
住
し
て
き

た
。
バ
ン
コ
ク
到
着
時
の
年
齢
は
、
一

五
〜
三
五
歳
ま
で
幅
が
あ
る
。
仕
事
を

す
る
両
親
と
と
も
に
移
住
し
た
第
二
世

代
の
な
か
に
は
低
年
齢
層
の
子
ど
も
も

お
り
、
彼
ら
は
タ
イ
の
現
地
校
や
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で
学
ん
だ
。

⑴
学
歴

　

回
答
者
の
学
歴
は
、
学
士
号
か
ら
博

士
号
ま
で
様
々
で
あ
る
（
表
１
）。
回

答
者
の
六
〇
％
以
上
が
、
修
士
課
程
を

修
了
し
て
い
る
。
第
一
世
代
の
一
部
は
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
を
離
れ
る
以
前
に
修
士
号

や
博
士
号
を
取
得
し
て
い
た
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
は
教
育
シ
ス
テ
ム
が
崩
壊
し
か

け
て
お
り
、
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会

特 集 ❷
メコン地域の移民労働者

　

専
門
的
知
識
・
技
術
を
有
す
る

タ
イ
在
住
ミ
ャ
ンマ
ー
人
移
民ミ

ャ
ッ
ト
・
モ
ン








